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学的特徴の検索 として,小 型X線CT装 置にて刺
入部位の皮質骨の幅径の測定 を行った。また,デ
ンシ トメーターを用いて刺入部位の骨密度を測定










さらに,顎 骨内リ ドカイン濃度 も,ど の時間にお
いて も付着歯肉刺入群の方が有意に高い値 を示 し











に所局麻酔薬が貯留 し易 く,その分顎骨内 リドカ
イン濃度は上昇 しにくいため,鎮 痛効果 も弱い可
能性があると考えられた。
本論文に関 しての審査委員会は平成24年8月
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論文の内容および審査の要旨
歯科処置や口腔外科手術を行 う場合 に,顎 骨へ
の骨膜下浸潤麻酔が有効であり頻用されているが,
どの位置に刺入すれば最 も効果的であるかとい う








圧 トランスデューサーを介 してポ リグラフに実験
中の動脈圧 を連続的に描記 した。その後,両 側の
上顎骨に局所麻 酔をそれぞれ20秒間で注入 した。
刺入部位は両側 とも上顎骨の第3大 臼歯部頬側 と
し,右側は付着歯肉(付 着歯肉刺入群)に,左 側
は歯槽粘膜(歯 槽粘膜刺入群)に それぞれ骨膜下
浸潤麻酔 を行った。 その後,一 定時間(5,10,
15,20,25,30分)経過後 に骨膜剥離 を行 い,
顎骨摘出を行った。







膜刺入群の2群 について,群 間で比較検討 を行っ
た。一方,刺 入部周辺におけるウサギ顎骨の解剖
